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The development of one point experiment of the electrical theory  




In this study, the following were carried out : Following one point experiment and contrivance of the approach.  1) It is verified 
that the area of the voltage waveform of induced electromotive force by the motion of the magnet does not change, even if the 
magnetic speed changes, 2) Clip motor is improved, 3) The levitation coil is made, 4) Diamagnetism characteristic of the core of 
the shampoo pencil is confirmed, 5) The eddy current is measured indirectly, 6) The relationship between thickness of dry cell and 
initial value of short circuit current is examined, 7) The compatibility of the Flemming's law is confirmed, 8) Way of memory of 
the rotational operator is considered, 9) The simple model of the P-N junction is made.  As a result of trial and error, it was 
possible to develop experiment and approach for achieving limited purpose.   
 







































                                              
*湘南工科大学 工学部 電気電子工学科 准教授 
湘南工科大学紀要 第 55 巻 第１号 





















電圧波形の面積は，Δt と e の積で表わされれる．使
用している磁石は同じものなので分子の ΔΦ は一定

































図 1 実験装置の外観 2） 
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石(ネオジム，Φ：10 mm，高さ：5 mm，磁束密度 B：




























図 2 1 層 1 回巻きコイルにおける 
誘導電圧波形の測定例 




図 3 誘導起電力波形における周期幅と 
   電圧値の面積の磁石移動速度依存性 
 
の程度を調べた結果，時間的なばらつきは数ms程度，
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6 に試作器 2 の概観を示す．磁石をはさむように両側
にＬ型に曲げたアルミニューム板（厚さ：1 mm）を
配置する．回転子の直径は，電極の高さと磁石（フェ












































図 7 試作器 3 の外観 
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揚する場合があることを確かめた（図 8 参照）． 
その後，コイルの巻数や大きさを変えながら同じ
ような観察を行なった結果，コイルの大きさは 35～
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300 mm）を約 15 mm 離して平行に配置し，その間に
は磁石（円筒形，ネオジム，φ：35 mm，高さ：15 mm，
B：500 mT）を配置する（図 9 参照）． 
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検流計（ナリカ， GM-6000， 2.5×10-6A/DIV ，
1.6×10-4V/DIV，×1，×1000）１台，アルミ板（φ：150 
mm，厚さ：2 mm）１枚，ネオジム磁石（外径：70 mm，
内径：32 mm，高さ：15 mm，B：450 mT）１個，先
端がワニ口クリップおよびバナナチップのリード線







































































































































































































表 1 各種乾電池の初期電流値 
 
初期電流値（Ａ） 
乾電池の名称（通称） マンガン電池   アルカリ電池 
 
単一             4.36         10.73 
単二             3.16         8.35 
単三             2.98         6.9 
単四             1.91         5.8 
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2.7.2.2 ベクトル外積を使った説明 
左手の法則は F＝I×B および右手の法則は E＝v×B
で表される（図 12 参照）． 
 
 
(a)  左手の法則     （b）右手の法則 
 
図 12 両手の指を使った表現 
 
これらのベクトルを表示するとき，B 同士および I
と E の向きを一致させるとＦと v が逆向きになる．






接続する（E と I を一致させる）．この違いは，前者
が負荷としてもう 1 台の発電機が接続されていたの
で，通電が起きた．通電が起きれば，E と同じ方向に






向が同じになる，すなわち，E と I が逆向きになるの
で v と F の向きが逆になる．そして，発電機用のハ
ンドルを左右どちらかに回すと電動機用のハンドル
は，それとは逆の方向に回るのが確認できる．つま










個，2 本の導線，乾電池 1 個，検流計 1 台を用いる．











法則の E の方向が逆になるのが確認できる（図 13(a)，
(b)参照）． 
 






































































して，電界 E（rot E）について述べる． 
 
2.8.2 数式の解釈の概要 
rot E の x 成分（(rot E)x），y 成分（(rot E)y），z 成
分（(rotＥ)z）は，以下のように表される 22）． 
 
(rot E)x=       (1) 
(rot E)y=       (2) 
(rot E)z=       (3) 
 
(1)式は，rot E の x 成分は，Ｅの z 成分 Ez を y で
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右ねじを回転させたときに進む方向が rot Eの x 成分
（⊗）にあたる．よって，上方に E の y 成分 Ey，そ























 (rot E)x = =
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付けた．ゴムを用いたため WF を一致させた場合の
状態をすばやく再現することができた．接合する前








図 15 試作した装置を使った表示例 
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